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日
本
共
産
党
呉
西
地
区
議
員
団 

 

 

日
本
共
産
党
呉
西
地
区
議
員
団
は

11
月
５
日
、
庄
川
上
流
に
あ
る
岐
阜

県
高
山
市
荘
川
町
六
厩
（む
ま
や
）地

内
で
計
画
さ
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
の
予
定
地
を
調
査

し
て
き
ま
し
た(

写
真)

。
小
矢
部
市
か

ら
は
砂
田
喜
昭
前
市
議
が
参
加
し
ま

し
た
。
現
地
で
は
日
本
共
産
党
の
中
川

岐
阜
県
議
、
上
嶋
、
坂
下
両
高
山
市
議

と
六
厩
産
廃
対
策
会
議
代
表
の
方
と

合
流
し
、
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。 

 

 

現
地
は
「ケ
ベ
ッ
ク
の
森
」と
い
う
４
０
０
軒

を
超
え
る
別
荘
地
の
す
ぐ
上
で
、
森
の
中
に
は
湿
地
帯

に
庄
川
の
水
源
に
な
る
川
が
流
れ
て
お
り
、
カ
ワ
モ
ズ

ク
な
ど
貴
重
な
動
植
物
の
生
育
地
で
し
た
。
す
ぐ
隣
の

谷
に
は
産
廃
処
分
場
建
設
の
土
砂
を
埋
め
る
と
こ
ろ

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
別
荘
の
持
ち
主
は
熱
海
の
土
砂

災
害
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。 

現
地
の
人
た
ち
は
、
高
速
道
路
が
開
通
し
た
こ
と

で
、
東
京
、
中
京
、
関
西
方
面
か
ら
の
産
廃
が
持
ち
込

ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
産
廃
計
画
を
認

め
た
ら
、
次
々
に
同
じ
施
設
が
持
ち
込
ま
れ
る
と
懸
念

し
て
い
ま
し
た
。
産
業
廃
棄
物
も
製
造
者
が
責
任
を

持
っ
て
処
分
す
る
こ
と
、
そ
の
地
域
の
廃
棄
物
は
そ
の

地
域
で
処
分
す
る
こ
と
が
基
本
だ
と
確
認
し
ま
し
た
。 

庄
川
下
流
に
位
置
す
る
富
山
県
で
は
３
５
万
人
の

上
水
道
用
水
と
井
戸
水
の
水
源
と
な
っ
て
お
り
、
農
業

用
水
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
で
は
「清
流

の
国
」と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
富
山
県
に
も
深
刻
な
影
響

が
あ
る
の
で
、
下
流
域
の
自
治
体
や
住
民
の
声
が
重
要

で
あ
る
と
、
岐
阜
県
の
人
た
ち
は
強
調
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
富
山
県
内
か
ら
も
産
廃
反
対
の

声
を
広
げ
よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。
な
お
あ
る
自
民
党

市
議
団
も
高
山
市
を
訪
問
し
て
こ
の
計
画
に
反
対
を

表
明
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。 

新
日
本
婦
人
の
会
小
矢
部
支
部
（支

部
長
・谷
口
恭
子
氏
）は
11
月
７
日
、

桜
井
市
長
に
「給
食
費
の
無
償
化
を
求

め
る
署
名
」６
７
５
筆
を
提
出
し
、
懇

談
し
ま
し
た
。
同
日
、
新
婦
人
の
会
は

平
和
・子
育
て
・く
ら
し
・福
祉
・ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
な
ど
30
数
項
目
の
新
年

度
予
算
要
望
も
行
い
ま
し
た
。 

桜井市長に署名を提出する新婦人の

みなさん＝１１月７日、市長応接室 

重
い
保
護
者
負
担
の
実
態 

  

谷
口
支
部
長
は
冒
頭
、
４
つ
の

お
願
い
を
述
べ
ま
し
た
。 

  

① 

無
償
の
は
ず
の
義
務
教

育
に
保
護
者
負
担
が
た
い
へ
ん

多
い
。
そ
こ
で
給
食
費
に
つ
い

て
、
国
に
無
償
化
を
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
全
額

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
な
ら
、

せ
め
て
、
１
学
期
だ
け
と
か
、
第

２
子
第
３
子
だ
け
と
か
、
一
部

で
も
無
償
化
を
検
討
願
い
た
い
。 

保
護
者
負
担
の
実
例
と
し
て
、
小
学
校
、
中

学
校
進
学
時
の
４
月
は
集
金
額
が
１
万
円
を

超
え
る
。
給
食
費
以
外
に
、
学
級
費
、
教
材
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
図
書
費
の
集
金
が
あ
る
の
で
、

進
級
時
で
も
年
度
当
初
は
多
い
（１
年
生
は
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
算
数
セ
ッ
ト
、
水
彩
絵
の
具

セ
ッ
ト
な
ど
。
３
年
は
リ
コ
ー
ダ
ー
、
習
字
セ
ッ

ト
、
書
き
初
め
時
に
は
書
き
初
め
セ
ッ
ト
。
５

年
生
は
裁
縫
セ
ッ
ト
。
６
年
生
は
ア
ル
バ
ム
代
、

宿
泊
学
習
代
）。
進
級
に
当
た
っ
て
、
学
校
集
金

以
外
に
制
服
、
体
操
服
、
ズ
ッ
ク
等
、
１
学
期
は

多
額
に
な
る
。 

 

子
ど
も
の
成
長
に
「食
」の
保
障
を 

 

② 

子
ど
も
の
成
長
に
は
「食
」の
保
障

が
必
要
で
、
親
の
経
済
状
況
で
格
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

教
職
員
の
負
担
軽
減
へ 

 
 

公
会
計
化
の
検
討
を 

 

③ 

教
職
員
の
給
食
会
計
に
関
わ
る
負

担
が
多
い
。 

牛
乳
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
は
牛
乳

除
去
し
代
金
を
年
度
末
に
返
納
。
入
院
等
で
給

食
を
止
め
る
場
合
も
、
３
，
４
日
前
で
な
け
れ

ば
給
食
数
は
変
え
ら
れ
な
い
。
不
登
校
の
子
ど

も
で
も
概
ね
給
食
費
は
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ス
タ
デ
ィ
メ
イ
ト
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
会
計
年

度
職
員
で
給
食
を
食
べ
る
人
、
食
べ
な
い
人
、

週
に
３
，
４
日
勤
務
の
人
な
ど
、
食
数
は
日
々

違
っ
て
い
て
会
計
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
公

会
計
化
が
必
要
で
は
？ 

 

無
償
化
は
国
民
全
体
の
認
識
に 

 

④ 

現
在
、
政
府
、
自
民
党
も
立
憲
民

主
も
ど
の
党
も
給
食
無
償
化
を
検
討
し
だ

し
て
い
る
。
無
償
化
に
踏
み
出
し
た
４
９
３

自
治
体
だ
け
で
な
く
、
国
民
全
体
の
認
識

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ぜ
ひ
、
前
向
き
に
検
討

願
い
た
い
。 

要
請
に
参
加
し
た
一
人
か
ら
も
、
「憲

法
に
は
、
義
務
教
育
は
無
償
と
書
い
て
あ

る
。
物
価
高
で
家
計
も
子
育
て
も
大
変
な

中
、
給
食
費
の
無
償
化
は
大
切
な
施
策
」と

訴
え
ま
し
た
。 

 

多
く
の
署
名
を
前
に 

「
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば 

や
り
た
い
」  

桜
井
市
長 

 

桜
井
市
長
は
「給
食
費
に
つ
い
て
ず
っ

と
議
論
し
て
い
る
が
、
全
国
的
に
も
、
声
が

上
が
っ
て
い
る
の
で
県
や
国
に
も
話
を
し
て

い
き
た
い
。
市
独
自
で
は
財
源
の
問
題
で
き

び
し
い
。
た
だ
、
１
学
期
だ
け
と
か
の
意
見

は
検
討
に
値
す
る
と
思
う
。

第
３
子
と
か
、
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
や
り
た
い
。
こ
れ
だ

け
の
署
名
も
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
だ
し
、
検
討
し
て
み
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

 

森の中で産廃計画の説明を聞く議員団＝ 

１１月５日、ケベックの森 

 


